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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示画面部の左右の所定位置に設けられた第１スピーカ部および第２スピーカ部と、
　前記表示画面部を旋回させる駆動部と、
　前記表示画面部が前記駆動部により旋回される際に、前記第１スピーカ部および前記第
２スピーカ部からの距離を識別可能な異なる音を、前記第１スピーカ部および前記第２ス
ピーカ部からそれぞれ出力するように、前記第１スピーカ部および前記第２スピーカ部を
制御する制御部とを備えた、テレビジョン装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記第１スピーカ部および前記第２スピーカ部に対して実質的に等しい
音圧レベルの、前記第１スピーカ部および前記第２スピーカ部からの距離が識別可能な異
なる音を出力するように、前記第１スピーカ部および前記第２スピーカ部を制御する、請
求項１に記載のテレビジョン装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記第１スピーカ部に対して第１の周波数帯域の音を出力するように前
記第１スピーカ部を制御するとともに、前記第２スピーカ部に対して第２の周波数帯域の
音を出力するように前記第２スピーカ部を制御する、請求項１または２に記載のテレビジ
ョン装置。
【請求項４】
　前記第１の周波数帯域の音は可聴周波数範囲のうちの高周波帯域に相当する音質である
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とともに、前記第２の周波数帯域の音は可聴周波数範囲のうちの低周波帯域に相当する音
質から構成されている、請求項３に記載のテレビジョン装置。
【請求項５】
　リモコン送信機からの操作信号を検知可能な信号受信部をさらに備え、
　前記制御部は、前記信号受信部により前記リモコン送信機からの前記操作信号に基づい
て、前記駆動部を制御する、請求項１～４のいずれか１項に記載のテレビジョン装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記表示画面部の旋回動作が停止した後の所定時間の間、前記第１スピ
ーカ部および前記第２スピーカ部に対して、前記異なる音を継続して出力するように、前
記第１スピーカ部および前記第２スピーカ部を制御する、請求項１～５のいずれか１項に
記載のテレビジョン装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、テレビジョン装置に関し、特に、表示画面部を旋回させる駆動部を備えた
テレビジョン装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、表示画面部を旋回させる駆動部を備えたテレビジョン装置などが知られている（
たとえば、特許文献１および２参照）。
【０００３】
　上記特許文献１には、操作信号が発信可能なヘッドホンの位置を検知可能な入力部と、
入力部の情報に基づいて所定の制御を行う制御部と、制御部によりテレビ画面を回動させ
る回動機構部とを備えたテレビ回転台指令装置（テレビジョン装置）が開示されている。
この特許文献１に記載のテレビ回転台指令装置では、入力部が、操作信号の発信されたヘ
ッドホンの位置を特定するとともに、制御部が回動機構部を制御することにより、テレビ
画面をヘッドホンが存在する方向に正対させることが可能に構成されている。
【０００４】
　また、上記特許文献２には、送信機からのリモコン信号を受信する受信部と、受信部の
出力に基づいてリモコン信号の到来方向角度および送信機までの距離を算出するとともに
所定の信号出力を行う回動角度演算部（角度出力器）と、回動角度演算部の出力に基づい
てテレビジョン受像機を回動させる回動／停止制御部とを備えた回動制御装置が開示され
ている。この特許文献２に記載の回動制御装置では、受信部が、リモコン信号の発信され
た送信機の位置を特定するとともに、回動角度演算部が回動／停止制御部を制御すること
により、テレビジョン受像機を送信機の存在する方向に正対させることが可能に構成され
ている。
【０００５】
【特許文献１】実開平５－３４７８６号公報
【特許文献２】特開平９－５１５８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１に記載のテレビ回転台指令装置（テレビジョン装置）で
は、ヘッドホンからの操作信号の発信方向に基づいてテレビ画面をヘッドホンの存在する
方向に正対させるために、ユーザがテレビ画面に対して最適な視聴状態を得るためには、
ヘッドホンを装着する必要がある。したがって、ヘッドホンを使用せずにテレビ放送など
を視聴したい場合でも、ユーザは一旦ヘッドホンを装着してテレビ画面の方向を合わせた
後に、再びヘッドホンを外す動作が必要とされるので、ユーザがテレビ画面に対して最適
な視聴位置を得るための操作が煩雑になるという問題点がある。
【０００７】
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　また、上記特許文献２に記載の回動制御装置（テレビジョン装置）においても、送信機
からのリモコン信号の発信方向に基づいてテレビジョン受像機を送信機の存在する方向に
正対させるために、テレビジョン受像機の回動動作は、送信機の位置によって回動位置が
決定されてしまうと考えられる。したがって、一般的な送信機の使用状況を考えた場合、
ユーザの手に保持された送信機は、ユーザの頭部とは異なる位置からリモコン信号が発信
されるので、この場合、テレビジョン受像機は、厳密にはユーザに正対した位置に回動さ
れない。このため、ユーザは、テレビ放送などの視聴状態が最適となる位置にテレビジョ
ン受像機（表示画面部）を調整することができない場合があるという問題点がある。
【０００８】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の１つ
の目的は、煩雑な操作を伴うことなく、テレビ放送などの視聴状態が最適となる位置に表
示画面部を調整することが可能なテレビジョン装置を提供することである。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【０００９】
　この発明の一の局面によるテレビジョン装置は、表示画面部の左右の所定位置に設けら
れた第１スピーカ部および第２スピーカ部と、表示画面部を旋回させる駆動部と、表示画
面部が駆動部により旋回される際に、第１スピーカ部および第２スピーカ部からの距離を
識別可能な異なる音を、第１スピーカ部および第２スピーカ部からそれぞれ出力するよう
に、第１スピーカ部および第２スピーカ部を制御する制御部とを備える。
【００１０】
　この一の局面によるテレビジョン装置では、上記のように、表示画面部が駆動部により
旋回される際に、第１スピーカ部および第２スピーカ部からの距離を識別可能な異なる音
を、第１スピーカ部および第２スピーカ部からそれぞれ出力するように、第１スピーカ部
および第２スピーカ部を制御する制御部を備えるように構成することによって、任意の位
置（観測点）において、第１スピーカ部からの音と第２スピーカ部からの音との大きさ（
聞こえ方）は、表示画面部の旋回動作とともに常に変化が生じるので、ユーザは、表示画
面部が旋回する際の第１スピーカ部および第２スピーカ部からの音のそれぞれの大きさ（
強弱）を聞き分けることにより、第１スピーカ部および第２スピーカ部からの距離をそれ
ぞれ識別することができる。したがって、表示画面部の旋回動作とともに、第１スピーカ
部からの音と第２スピーカ部からの音とのそれぞれの大きさ（強弱）の変化が感じられな
くなったときの表示画面部の回動位置が、第１スピーカ部および第２スピーカ部からユー
ザまでの距離が実質的に等しくなった状態であると認識することができる。また、上記の
操作には、ユーザがヘッドホンなどを着脱するような動作が必要とされない。したがって
、ユーザは、煩雑な操作を伴うことなく、テレビ放送などの視聴状態が最適となる位置に
表示画面部を調整することができる。
【００１１】
　上記一の局面によるテレビジョン装置において、好ましくは、制御部は、第１スピーカ
部および第２スピーカ部に対して実質的に等しい音圧レベルの、第１スピーカ部および第
２スピーカ部からの距離が識別可能な異なる音を出力するように、第１スピーカ部および
第２スピーカ部を制御する。このように構成すれば、表示画面部の旋回動作とともに、第
１スピーカ部からの音圧レベル（音の大きさ）と第２スピーカ部からの音圧レベルとの強
弱が変化する度合いを、より顕著に生じさせることができるので、ユーザは、容易に音圧
レベルの変化の度合いを知覚することができる。これにより、ユーザは、最適な視聴位置
を容易に判断することができる。
【００１２】
　上記一の局面によるテレビジョン装置において、好ましくは、制御部は、第１スピーカ
部に対して第１の周波数帯域の音を出力するように第１スピーカ部を制御するとともに、
第２スピーカ部に対して第２の周波数帯域の音を出力するように第２スピーカ部を制御す
る。このように構成すれば、第１スピーカ部からの音と、第２スピーカ部からの音とが互
いに異なる周波数帯域の音であるために、ユーザは、第１スピーカ部および第２スピーカ
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部から聞こえる音質のみならず、第１スピーカ部および第２スピーカ部から聞こえる音質
の変化の度合いについても、より確実に認識することができる。
【００１３】
　この場合、好ましくは、第１の周波数帯域の音は可聴周波数範囲のうちの高周波帯域に
相当する音質であるとともに、第２の周波数帯域の音は可聴周波数範囲のうちの低周波帯
域に相当する音質から構成されている。このように構成すれば、第１スピーカ部から出力
される音と、第２スピーカ部から出力される音とは、周波数帯域が異なるので、ユーザは
、第１スピーカ部から出力される音質と、第２スピーカ部から出力される音質とを、確実
に聞き分けることができる。
【００１４】
　上記一の局面によるテレビジョン装置において、好ましくは、リモコン送信機からの操
作信号を検知可能な信号受信部をさらに備え、制御部は、信号受信部によりリモコン送信
機からの操作信号に基づいて、駆動部を制御する。このように構成すれば、ユーザが、テ
レビジョン装置に対して指などを触れて直接的に操作を行うことが不可能な遠方からテレ
ビ放送などを視聴する場合であっても、リモコン送信機による操作によって、容易に、表
示画面部の最適な回動位置を調整することができる。
【００１５】
　上記一の局面によるテレビジョン装置において、好ましくは、制御部は、表示画面部の
旋回動作が停止した後の所定時間の間、第１スピーカ部および第２スピーカ部に対して、
異なる音を継続して出力するように、第１スピーカ部および第２スピーカ部を制御する。
このように構成すれば、ユーザが決定した表示画面部の回動位置において、さらに所定時
間、第１スピーカ部および第２スピーカ部から音が出力されるので、ユーザは、表示画面
部の回動位置が最適な位置であるか否かを、容易に確認することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明を具体化した実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１７】
　図１は、本発明の一実施形態による液晶テレビジョンの全体構成を示した図である。図
２は、図１に示した一実施形態による液晶テレビジョンの回路構成を示したブロック図で
ある。図３は、図１に示した一実施形態による液晶テレビジョンを操作するリモコン送信
機を示した図である。まず、図１～図３を参照して、本発明の一実施形態による液晶テレ
ビジョン１００の構成について説明する。なお、本実施形態では、テレビジョン装置の一
例である液晶テレビジョンに本発明を適用した場合について説明する。
【００１８】
　本発明の一実施形態による液晶テレビジョン１００は、図１に示すように、表示画面部
１０の左右両側に、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２がそれぞれ配置されている
とともに、表示画面部１０を水平面内で左右方向（矢印Ａ方向およびＢ方向）に所定の角
度（本実施形態では±約３０度）旋回させるためのステッピングモータなどからなる表示
画面駆動部２０が装置本体内部に設けられている。そして、後述するリモコン送信機６０
により、ユーザが離れた位置から液晶テレビジョン１００に対する各種操作を行うことが
可能に構成されている。なお、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２は、それぞれ、
本発明の「第１スピーカ部」および「第２スピーカ部」の一例である。また、表示画面駆
動部２０は、本発明の「駆動部」の一例である。
【００１９】
　また、液晶テレビジョン１００は、図２に示すように、装置本体内部に設けられた制御
回路部３０が、アンテナケーブル５１を介してアンテナ５０に接続されている。また、装
置本体内部では、制御回路部３０が、表示画面部１０、右スピーカ部１１および左スピー
カ部１２にそれぞれ接続されることによって、アンテナ５０により放送局から受信された
テレビジョン放送波のうちの映像信号を表示画面部１０に出力するとともに、音声信号を
右スピーカ部１１および左スピーカ部１２にそれぞれ出力することが可能に構成されてい
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る。
【００２０】
　また、制御回路部３０は、図２に示すように、アンテナ５０を介してアナログテレビジ
ョン放送およびデジタルテレビジョン放送の放送信号波を受信するチューナ部３１と、映
像信号および音声信号の出入力を切り換える役割を有するＡＶセレクタ３２と、チューナ
部３１からのデジタル映像・音声信号をデコード（復号）するＡＶデコーダ３３と、チュ
ーナ部３１からのアナログ映像信号をＹ／Ｃ分離する３次元Ｙ／Ｃ分離回路部３４と、Ａ
Ｖデコーダ３３および３次元Ｙ／Ｃ分離回路部３４からの映像信号の各種処理を行う映像
処理部３５と、ＡＶセレクタ３２からの音声信号（ＡＶデコーダ３３を経由する音声信号
を含む）を処理する音声処理部３６とを備えている。
【００２１】
　ここで、本実施形態では、制御回路部３０は上述の構成要素に加えて、図２に示すよう
に、ＣＰＵからなり、液晶テレビジョン１００の全体の制御を司る制御部３７と、リモコ
ン送信機６０からのリモコン信号（赤外線など）を受光するとともに電気信号に変換して
制御部３７に指令を与えるリモコン受光部３８と、音源メモリ部３９と、制御プログラム
格納メモリ部４０とをさらに備えている。なお、リモコン受光部３８は、本発明の「信号
受信部」の一例である。
【００２２】
　また、本実施形態では、ユーザがリモコン操作によって表示画面部１０を左右方向（図
１の矢印Ａ方向およびＢ方向）に旋回させることにより、表示画面部１０を所望の方向に
向ける際に、制御部３７は、表示画面駆動部２０を駆動させる制御に加えて、右スピーカ
部１１および左スピーカ部１２からユーザまでの距離を、ユーザが識別可能であるような
音を、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２からそれぞれ出力するように、右スピー
カ部１１および左スピーカ部１２を制御するように構成されている。
【００２３】
　また、本実施形態では、表示画面部１０が左右方向（図１の矢印Ａ方向およびＢ方向）
に旋回する際に、制御部３７によって右スピーカ部１１および左スピーカ部１２からそれ
ぞれ出力される音は、実質的に等しい大きさの音量（音圧レベル）であるように構成され
ている。また、その際、右スピーカ部１１から出力される音の音質は、可聴周波数範囲の
うちの高周波数帯域（約１０００Ｈｚ付近）の正弦波からなる音であり、左スピーカ部１
２から出力される音の音質は、可聴周波数範囲のうちの低周波数帯域（約５００Ｈｚ付近
）の正弦波からなる音であるように構成されている。また、本実施形態では、右スピーカ
部１１および左スピーカ部１２からそれぞれ出力される音は、実質的に等しい位相条件に
より出力されるように構成されている。なお、高周波数帯域および低周波数帯域は、それ
ぞれ、本発明の「第１の周波数帯域」および「第２の周波数帯域」の一例である。
【００２４】
　また、本実施形態では、ユーザがリモコン操作によって表示画面部１０の左右方向（図
１の矢印Ａ方向およびＢ方向）の旋回動作を停止した場合、制御部３７は、停止後の所定
時間（約５秒間）は、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２に対して、上述の音を継
続して出力するように、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２を制御するように構成
されている。
【００２５】
　また、図２に示すように、チューナ部３１は、アンテナ５０を介してデジタルテレビジ
ョン放送の映像および音声データを含む高周波デジタル変調信号のうちから任意に選択さ
れた周波数のデジタル変調信号を取り出すとともに、選択されたデジタル変調信号を復調
して出力する機能を有している。また、図２に示すように、ＡＶデコーダ３３は、ＡＶセ
レクタ３２によって分離された映像信号（実線で示した矢印）および音声信号（破線で示
した矢印）のそれぞれに対してデコード処理（符号の復号化）を行い、映像データおよび
音声データを生成する機能を有している。なお、映像データ（実線で示した矢印）および
音声データ（破線で示した矢印）は、それぞれ、映像処理部３５および音声処理部３６に
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よってＤ／Ａ変換処理（デジタル／アナログ変換処理）が行われた上で、図２に示すよう
に、表示画面部１０、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２から、それぞれ出力され
るように構成されている。
【００２６】
　また、図２に示すように、チューナ部３１は、アンテナ５０を介してアナログテレビジ
ョン放送の放送信号波から、選択された周波数の放送信号波を復調して出力する機能を有
している。また、図２に示すように、チューナ部３１からの映像信号（実線で示した矢印
）および音声信号（破線で示した矢印）は、ＡＶセレクタ３２によって分離された映像信
号（コンポジット信号）が３次元Ｙ／Ｃ分離回路部３４および映像処理部３５を経由して
表示画面部１０から出力されるように構成されている。また、ＡＶセレクタ３２によって
分離された音声信号は、音声処理部３６を経由して右スピーカ部１１および左スピーカ部
１２からそれぞれ出力されるように構成されている。
【００２７】
　また、音源メモリ部３９は、ユーザがリモコン操作によって表示画面部１０を旋回させ
る際に、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２からそれぞれ出力する音質（周波数、
波形および音圧レベルなど）を予め記憶させておくために設けられている。したがって、
制御部３７は、表示画面部１０を旋回させる際に、音源メモリ部３９に記憶されている音
源データを使用して、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２からそれぞれの音を出力
するように構成されている。また、制御プログラム格納メモリ部４０には、制御部３７が
、ユーザのリモコン操作などに応じて液晶テレビジョン１００が有する機能を実行するた
めの各種制御プログラムが格納されている。また、制御回路部３０の各構成要素は、図２
に示すように、バス（伝送路）４１によって互いに接続されることによって、制御信号お
よび制御上のデータを互いに通信することが可能なように構成されている。
【００２８】
　また、図３に示すように、リモコン送信機６０は、液晶テレビジョン１００の主電源を
オン／オフさせる電源ボタン６１と、音声切換および入力切換などのモード切換ボタン群
６２と、テレビ番組のチャンネル番号を直接入力して選局するためのチャンネル入力ボタ
ン群６３と、現在選局されているチャンネル番号をアップ／ダウンさせることによって選
局を行うためのチャンネルアップ／ダウンボタン６４と、音量調節ボタン６５と、表示画
面部１０によって液晶テレビジョン１００の諸設定を行わせるための操作ボタン群６６と
から構成されている。
【００２９】
　ここで、本実施形態では、リモコン送信機６０は上述の構成要素に加えて、図３に示す
ように、右旋回ボタン６７と、左旋回ボタン６８とが設けられている。ユーザは、テレビ
ジョン放送番組などの視聴中に、右旋回ボタン６７または左旋回ボタン６８を押下するこ
とにより、液晶テレビジョン１００の表示画面部１０を所望の方向に向けることが可能に
構成されている。そして、制御部３７は、表示画面部１０を左右方向（図１の矢印Ａ方向
およびＢ方向）に旋回させる際に、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２に対して、
先に説明した音を出力する制御を行うように構成されている。
【００３０】
　図４は、図１に示した一実施形態による液晶テレビジョンの表示画面部の旋回動作を説
明するためのフローチャートである。図５および図６は、図１に示した一実施形態による
液晶テレビジョンの旋回動作に伴うユーザの視聴状態を示した図である。次に、図１～図
６を参照して、本実施形態による液晶テレビジョン１００の表示画面部１０の旋回動作に
ついて説明する。
【００３１】
　液晶テレビジョン１００の主電源がオン状態である場合において、制御部３７（図２参
照）は、図４に示すように、まずステップＳ１では、ユーザによりリモコン送信機６０（
図３参照）の右旋回ボタン６７（図３参照）が押下されたか否かが判断される。そして、
ユーザによりリモコン送信機６０の右旋回ボタン６７が押下されなかったと判断された場
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合には、ステップＳ２において、リモコン送信機６０の左旋回ボタン６８（図３参照）が
押下されたか否かが判断されるとともに、リモコン送信機６０の左旋回ボタン６８が押下
されなかったと判断された場合には、ステップＳ１に戻り、上述と同様の判断を繰り返す
。
【００３２】
　ここで、本実施形態では、ステップＳ１において、ユーザによりリモコン送信機６０の
右旋回ボタン６７が押下されたと判断された場合、および、ステップＳ２において左旋回
ボタン６８が押下されたと判断された場合は、ステップＳ３では、制御部３７は、右スピ
ーカ部１１（図２参照）に対して高周波数帯域（約１０００Ｈｚ付近）の正弦波からなる
音を出力させる制御を行う。そして、ステップＳ４では、制御部３７は、左スピーカ部１
２（図２参照）に対して低周波数帯域（約５００Ｈｚ付近）の正弦波からなる音を出力さ
せる制御を行う。また、制御部３７は、ステップＳ３およびステップＳ４において、右ス
ピーカ部１１および左スピーカ部１２からそれぞれ出力される音は、実質的に等しい位相
条件により出力されるように、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２を制御する。な
お、以降の説明では、ユーザが左旋回ボタン６８を押下した場合の制御動作について説明
を行う。
【００３３】
　また、本実施形態では、制御部３７は、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２から
それぞれ出力される音を、実質的に等しい大きさの音量（音圧レベル）として出力するよ
うに右スピーカ部１１および左スピーカ部１２を制御する。これにより、ユーザは、図５
に示すように、ユーザから液晶テレビジョン１００の右スピーカ部１１までの距離Ｌ１と
、左スピーカ部１２までの距離Ｌ２とが識別できる状態で、液晶テレビジョン１００から
の音を聞くことが可能となる。つまり、ユーザと液晶テレビジョン１００とが図５に示し
た位置関係（液晶テレビジョン１００がユーザに対して正面を向いていない状態）では、
右スピーカ部１１からの音（約１０００Ｈｚ付近の正弦波音）と、左スピーカ部１２から
の音（約５００Ｈｚ付近の正弦波音）との聞こえ方が異なるために、ユーザは距離Ｌ１と
距離Ｌ２とが異なることを認識することが可能となる。すなわち、ユーザには、右スピー
カ部１１からの音より左スピーカ部１２からの音がより大きく聞こえるために、ユーザは
、距離Ｌ１と距離Ｌ２とが、Ｌ１＞Ｌ２の関係であることを認識する。
【００３４】
　そして、ステップＳ５では、制御部３７は、図１に示すように、ユーザが押下した左旋
回ボタン６８の方向（矢印Ａ方向）に表示画面部１０を旋回させるように、表示画面駆動
部２０を制御する。
【００３５】
　そして、表示画面部１０の矢印Ａ方向への旋回に伴い、図６に示すように、ユーザから
液晶テレビジョン１００の右スピーカ部１１までの距離Ｌ１と、左スピーカ部１２までの
距離Ｌ２とが、図５に示した状態から徐々に変化する。つまり、ユーザは、距離Ｌ１およ
び距離Ｌ２の変化を、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２からの音の聞こえ方の変
化として認識する。
【００３６】
　そして、表示画面部１０の矢印Ａ方向（図５参照）への旋回動作に伴い、右スピーカ部
１１および左スピーカ部１２からの音の聞こえ方が実質的に同じであるとユーザが判断し
た場合、図６に示すように、ユーザから液晶テレビジョン１００の右スピーカ部１１まで
の距離Ｌ１と、左スピーカ部１２までの距離Ｌ２とが実質的に等しい関係（Ｌ１≒Ｌ２）
となる。このとき、ユーザは、液晶テレビジョン１００がユーザに対して実質的に正面を
向いた状態となるので、右スピーカ部１１からの音と左スピーカ部１２からの音との合成
音が最も大きく聞こえることを認識する。
【００３７】
　そして、ステップＳ６では、制御部３７は、ユーザによって押下されていた左旋回ボタ
ン６８（図３参照）の押下が解除されたか否かを判断するとともに、左旋回ボタン６８の
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押下が解除されたと判断された場合には、ステップＳ７では、表示画面部１０の矢印Ａ方
向（図６参照）の旋回を停止するように表示画面駆動部２０を制御する。また、ステップ
Ｓ６において、ユーザによって押下されていた左旋回ボタン６８の押下が解除されていな
いと判断された場合には、ステップＳ８において、制御部３７は、表示画面部１０が矢印
Ａ方向（図６参照）への最大旋回角度（本実施形態では約３０度）に到達したか否かを判
断する。
【００３８】
　そして、ステップＳ８では、制御部３７は、表示画面部１０が最大旋回角度（約３０度
）に到達したと判断した場合には、ステップＳ７に進むとともに、表示画面部１０の矢印
Ａ方向（図６参照）の旋回を停止するように表示画面駆動部２０を制御する。また、ステ
ップＳ８において、表示画面部１０が最大旋回角度（約３０度）に到達していないと判断
された場合には、ステップＳ３に戻り、上述と同様の制御が行われる。つまり、右スピー
カ部１１および左スピーカ部１２から所定の音が出力された状態で、表示画面部１０は矢
印Ａ方向（図６参照）への旋回動作を継続される。
【００３９】
　また、本実施形態では、次のステップＳ９において、表示画面部１０の矢印Ａ方向（図
６参照）への旋回動作がユーザにより停止された後、所定時間（約５秒間）が経過したか
否かが判断されるとともに、所定時間が経過していない場合には、ステップＳ１０におい
て、制御部３７は、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２に対して、上述の音を継続
して出力するように、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２を制御する。これにより
、ユーザは、表示画面部１０が旋回動作を停止した後の所定時間は、右スピーカ部１１お
よび左スピーカ部１２からの音を聞くために、距離Ｌ１（図６参照）と距離Ｌ２（図６参
照）との関係を再度確認することが可能である。
【００４０】
　また、ステップＳ９において、表示画面部１０の矢印Ａ方向（図６参照）への旋回動作
が停止された後、所定時間（約５秒間）が経過したと判断された場合には、制御部３７は
、ステップＳ１１において、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２に対して、継続的
に出力されていた上述の音を停止するように右スピーカ部１１および左スピーカ部１２を
制御する。
【００４１】
　このようにして、ユーザはリモコン操作により表示画面部１０を所望の向きに向けると
ともに、表示画面部１０の向きを、図６に示すような視聴に最適な位置（正対位置）に調
整する。
【００４２】
　本実施形態では、上記のように、表示画面部１０が表示画面駆動部２０により水平面内
で左方向（図５の矢印Ａ方向）に旋回される際に、右スピーカ部１１および左スピーカ部
１２からの距離Ｌ１およびＬ２（図５参照）を識別可能な異なる音を、右スピーカ部１１
および左スピーカ部１２からそれぞれ出力するように、右スピーカ部１１および左スピー
カ部１２を制御する制御部３７（図２参照）を備えるように構成することによって、任意
の位置（観測点）において、右スピーカ部１１からの音と左スピーカ部１２からの音との
大きさ（聞こえ方）は、表示画面部１０の旋回動作とともに常に変化が生じるので、ユー
ザは、表示画面部１０が旋回する際の右スピーカ部１１および左スピーカ部１２からの音
のそれぞれの大きさ（強弱）を聞き分けることにより、右スピーカ部１１および左スピー
カ部１２からの距離Ｌ１およびＬ２（図５参照）をそれぞれ識別することができる。した
がって、表示画面部１０の矢印Ａ方向（図５参照）への旋回動作とともに、右スピーカ部
１１からの音と左スピーカ部１２からの音とのそれぞれの大きさ（強弱）の変化が感じら
れなくなったときの表示画面部１０の回動位置が、右スピーカ部１１および左スピーカ部
１２からユーザまでの距離Ｌ１およびＬ２（図６参照）が実質的に等しくなった状態であ
ると認識することができる。また、リモコン操作により表示画面部１０を所望の向きに向
ける際、ユーザには、リモコン操作以外に、たとえばヘッドホンなどを着脱するような動
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作が必要とされない。したがって、ユーザは、煩雑な操作を伴うことなく、テレビ放送な
どの視聴状態が最適となる位置に表示画面部１０を調整することができる。なお、表示画
面部１０が表示画面駆動部２０により左方向（図５の矢印Ｂ方向）に旋回される際も、上
記と同様の効果が得られる。
【００４３】
　また、本実施形態では、制御部３７（図２参照）を、右スピーカ部１１および左スピー
カ部１２に対して実質的に等しい音圧レベル（音量）の、右スピーカ部１１および左スピ
ーカ部１２からの距離Ｌ１およびＬ２（図５参照）が識別可能な異なる音を出力するよう
に、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２を制御するように構成することによって、
表示画面部１０の旋回動作とともに、右スピーカ部１１からの音圧レベル（音の大きさ）
と左スピーカ部１２からの音圧レベルとの強弱が変化する度合いを、より顕著に生じさせ
ることができるので、ユーザは、容易に音圧レベルの変化の度合いを知覚することができ
る。これにより、ユーザは、液晶テレビジョン１００の最適な視聴位置を容易に判断する
ことができる。
【００４４】
　また、本実施形態では、制御部３７（図２参照）を、右スピーカ部１１に対して第１の
周波数帯域の音を出力するように右スピーカ部１１を制御するとともに、左スピーカ部１
２に対して第２の周波数帯域の音を出力するように左スピーカ部１２を制御するように構
成することによって、右スピーカ部１１からの音と、左スピーカ部１２からの音とが互い
に異なる周波数帯域の音であるために、ユーザは、右スピーカ部１１および左スピーカ部
１２から聞こえる音質のみならず、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２から聞こえ
る音質の変化の度合いについても、より確実に認識することができる。
【００４５】
　また、本実施形態では、第１の周波数帯域の音を可聴周波数範囲のうちの高周波帯域（
約１０００Ｈｚ付近）に相当する正弦波からなる音であるとともに、第２の周波数帯域の
音を可聴周波数範囲のうちの低周波帯域（約５００Ｈｚ付近）に相当する正弦波からなる
音により構成することによって、右スピーカ部１１から出力される音と、左スピーカ部１
２から出力される音とは、周波数帯域が異なるので、ユーザは、右スピーカ部１１から出
力される音質と、左スピーカ部１２から出力される音質とを、確実に聞き分けることがで
きる。
【００４６】
　また、本実施形態では、リモコン送信機６０からの操作信号を検知可能なリモコン受光
部３８（図１参照）を備えるとともに、制御部３７（図２参照）を、リモコン受光部３８
によりリモコン送信機６０からの操作信号に基づいて、表示画面駆動部２０（図１参照）
を制御するように構成することによって、ユーザが、液晶テレビジョン１００に対して指
などを触れて直接的に操作を行うことが不可能な遠方からテレビ放送などを視聴する場合
であっても、リモコン送信機６０による操作によって、容易に、表示画面部１０の最適な
回動位置を調整することができる。
【００４７】
　また、本実施形態では、制御部３７（図２参照）を、表示画面部１０の旋回動作が停止
した後の所定時間（約５秒間）の間、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２に対して
、高周波数帯域（約１０００Ｈｚ付近）の音および低周波数帯域（約５００Ｈｚ付近）の
音をそれぞれ継続して出力するように、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２を制御
するように構成することによって、ユーザが決定した表示画面部１０の回動位置において
、さらに５秒間、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２から音が出力されるので、ユ
ーザは、表示画面部１０の回動位置が最適な位置であるか否かを、容易に確認することが
できる。
【００４８】
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
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囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が
含まれる。
【００４９】
　たとえば、上記実施形態では、テレビジョン装置の一例としての液晶テレビジョン１０
０に本発明を適用した例を示したが、本発明はこれに限らず、表示画面部を旋回させる駆
動部を備えたテレビジョン装置であれば、液晶テレビジョン以外のテレビジョン装置にも
適用可能である。
【００５０】
　また、上記実施形態では、制御部３７を、右スピーカ部１１から出力される音を高周波
数帯域（約１０００Ｈｚ付近）に相当する音質とするとともに、左スピーカ部１２から出
力される音を、低周波数帯域（約５００Ｈｚ付近）に相当する音質となるように、右スピ
ーカ部１１および左スピーカ部１２を制御するように構成した例を示したが、本発明はこ
れに限らず、右スピーカ部１１から出力される音を低周波数帯域（約５００Ｈｚ付近）に
相当する音質とするとともに、左スピーカ部１２から出力される音を、高周波数帯域（約
１０００Ｈｚ付近）に相当する音質となるように、右スピーカ部１１および左スピーカ部
１２を制御してもよい。
【００５１】
　また、上記実施形態では、制御部３７を、右スピーカ部１１から出力される音を高周波
数帯域（約１０００Ｈｚ付近）に相当する音とするとともに、左スピーカ部１２から出力
される音を、低周波数帯域（約５００Ｈｚ付近）に相当する音となるように、右スピーカ
部１１および左スピーカ部１２を制御するように構成した例を示したが、本発明はこれに
限らず、右スピーカ部１１から出力される音と、左スピーカ部１２から出力される音を共
に、高周波数帯域（約１０００Ｈｚ付近）に相当する音質となるように、右スピーカ部１
１および左スピーカ部１２を制御してもよい。
【００５２】
　また、上記変形例では、右スピーカ部１１から出力される音と、左スピーカ部１２から
出力される音を共に、高周波数帯域（約１０００Ｈｚ付近）に相当する音質となるように
構成した例を示したが、本発明はこれに限らず、右スピーカ部１１および左スピーカ部１
２から共に出力される音の周波数を、意識的に若干の周波数差を与えるように構成しても
よい。たとえば、右スピーカ部１１から出力される音の周波数と、左スピーカ部１２から
出力される音の周波数との間に、数ヘルツ程度（約５ヘルツ程度）の差を設けた場合、右
スピーカ部１１からユーザまでの距離Ｌ１と、左スピーカ部１２からユーザまでの距離Ｌ
２とが実質的に同じ場合（Ｌ１≒Ｌ２）には、２つのスピーカ部から発せられる音のうな
りが最も顕著となってユーザに聞こえる。この原理を利用して、表示画面部１０を旋回さ
せた際に、うなり音が最も顕著に聞こえたときの表示画面部１０の回動位置が、ユーザに
対して最適な視聴状態となる位置であると判断することができる。この変形例のように構
成しても、ユーザは、テレビ放送などの視聴状態が最適となる位置に表示画面部１０を調
整することができる。
【００５３】
　また、上記実施形態では、制御部３７を、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２か
ら出力される音を、共に正弦波形を有する音となるように、右スピーカ部１１および左ス
ピーカ部１２を制御するように構成した例を示したが、本発明はこれに限らず、制御部３
７を、正弦波形以外のたとえば、三角波形、矩形波形および台形波形などを有する音を出
力するように、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２を制御してもよい。
【００５４】
　また、上記実施形態では、制御部３７を、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２か
ら正弦波の音を出力するように右スピーカ部１１および左スピーカ部１２を制御するよう
に構成した例を示したが、本発明はこれに限らず、制御部３７を、右スピーカ部１１およ
び左スピーカ部１２から、それぞれの音の発振位置が特定可能な、たとえば、右スピーカ
部１１からは「右、右、右・・・」および左スピーカ部１２からは「左、左、左・・・」
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などの音声を出力するように、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２を制御してもよ
い。
【００５５】
　また、上記実施形態では、制御部３７は、表示画面部１０を旋回させる際に、音源メモ
リ部３９に記憶されている音源データを使用して、右スピーカ部１１および左スピーカ部
１２からそれぞれの音を出力するように構成した例を示したが、本発明はこれに限らず、
放送中のテレビ番組などの音声を、直接、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２から
出力するように構成してもよい。この変形例のように構成しても、ユーザは、左右のスピ
ーカから聞こえる音の強弱の変化を聞き分けることができるので、テレビ放送などの視聴
状態が最適となる位置に表示画面部１０を調整することができる。
【００５６】
　また、上記実施形態では、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２からそれぞれ出力
される音は、実質的に等しい位相条件により出力されるように構成した例を示したが、本
発明はこれに限らず、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２から出力される音の間に
位相差を設けるようにしてもよい。たとえば、右スピーカ部１１および左スピーカ部１２
から発せられる音の間に、１８０度（πラジアン）の位相差を設けた場合、右スピーカ部
１１からユーザまでの距離Ｌ１（図６参照）と、左スピーカ部１２からユーザまでの距離
Ｌ２（図６参照）とが実質的に同じ場合（Ｌ１≒Ｌ２）には、２つのスピーカ部から発振
される音波は、互いに打ち消しあうために、ユーザには音が聞こえなくなる。この原理を
利用して、表示画面部１０を旋回させた際に、音が聞こえなくなったときの表示画面部１
０の回動位置が、ユーザに対して最適な視聴状態となる位置であると判断することができ
る。この変形例のように構成しても、ユーザは、テレビ放送などの視聴状態が最適となる
位置に表示画面部１０を調整することができる。
【００５７】
　また、上記実施形態では、表示画面部１０を旋回角度が±約３０度の範囲で旋回させる
ように構成した例を示したが、本発明はこれに限らず、±約３０度以外の範囲で、表示画
面部１０を左右方向に旋回させるように構成してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明の一実施形態による液晶テレビジョンの全体構成を示した図である。
【図２】図１に示した一実施形態による液晶テレビジョンの回路構成を示したブロック図
である。
【図３】図１に示した一実施形態による液晶テレビジョンを操作するリモコン送信機を示
した図である。
【図４】図１に示した一実施形態による液晶テレビジョンの表示画面部の旋回動作を説明
するためのフローチャートである。
【図５】図１に示した一実施形態による液晶テレビジョンの旋回動作に伴うユーザの視聴
状態を示した図である。
【図６】図１に示した一実施形態による液晶テレビジョンの旋回動作に伴うユーザの視聴
状態を示した図である。
【符号の説明】
【００５９】
　１０　　表示画面部
　１１　　右スピーカ部（第１スピーカ部）
　１２　　左スピーカ部（第２スピーカ部）
　２０　　表示画面駆動部（駆動部）
　３７　　制御部
　３８　　リモコン受光部（信号受信部）
　６０　　リモコン送信機
　Ｌ１、Ｌ２　距離
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